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全国シルバーからの１月に発生した重篤事故報告・・・・・ 

１． ７６歳男性。発注者宅で会員が乗ってきた車を駐車誘導している際、運転者が操

作を誤り、敷地内フェンスと車両との間に挟まれ死亡。 

２． ７２歳女性。仕事先に向かって自転車で走行中、信号のない交差点で左折してき

た車と接触し巻き込まれて死亡。（ヘルメットなし） 

３． ８２歳の男性。駐輪場内で自転車整理の作業中、躓き顔面から転倒し首頸椎損

傷で死亡。 

４． ６９歳男性。バイクで農作業の就業先に向かう途中、信号のある交差点で直進し

ていた時、左側から走行してきた車と衝突転倒し、首・鎖骨の粉砕などで死亡。 

５． ８０歳男性。公園内の法面で草刈り作業中、２メートルの高さから転落頚髄損傷

で入院。（ヘルメットなし） 

６． ８１歳男性。就業先から自転車で帰宅途中、トラックと接触し死亡（ヘルメットなし） 

 

【安全適正就業委員会から一言】 

１の事故は、車の真後ろで誘導していたと思われます。バックの誘導時は、車が動

く範囲の外側で誘導するようにしてください。 

２・６の事故は、いずれもヘルメットを被っていなかったようです。被っていたら命を

落とさなかったかもしれません・・・ 

ヘルメットの装着は努力義務となっていますが、このように一つしかない命を落とされ

ている方が実際にいます。今一度、自転車に乗る方はヘルメット装着を検討してみて

下さい。（自分の身を守るためにも是非） 

 

３月の安全・巡回パトロールの結果から 

現場で発電機を使用する時があります。今は消火器もセットで配置されていますが、

発電機と消火器は少し離しておくようにしていただきたいと思います。 

剪定作業で、かなり年期の入った安全帯（命綱）をしている方を見かけます。その墜

落防止器具（安全帯）は大丈夫でしょうか。今一度点検を行い不具合（劣化等）がある

ようなら取り換えるようにして頂きたいと思います。 

 

☆☆☆☆☆安全はすべてに優先する☆☆☆☆☆安全無くして就業なし☆☆☆☆☆ 


